

保護具について

1． 保護具の定義

　　　保護具とは、有害ガス・有害物質・粉塵等にさらされる業務、及び高所作業などの

　　　危険作業における災害防止や健康障害防止の目的で、作業者自身が直接、身に着け　て作業を行うものをいう。

（1） 災害防止の目的で使用するものを安全保護具という

（２） 健康康障害防止の目的で使用するものを衛生保護具という

2． 保護具の選定

　　危険作業を行う場合、保護具選定基準に基き、作業内容等の諸条件にあった保護具を選定し着用する。

３．保護具の種類

（1） 安全保護具

①ヘルメット（保護帽）・・転落・墜落時及び落下物による頭部の保護

②ゴーグル（保護めがね）・薬品粉塵等による目の保護

③防災面　・・・・・・・薬品熱油などの飛散による顔全体の保護

④保護手袋・・・・・・・薬品熱油油脂などによる手の保護

⑤安全靴・・・・・・・・足全体の保護と落下物による指先の保護

⑥安全帯・・・・・・・・高所作業時における転落・墜落防止用保護具

⑦救命胴衣・・・・・・・船舶及び桟橋などから海上へ転落時溺れ防止

　　

（2） 衛生保護具

①防塵マスク・・・・・・粉塵等による呼吸器系の保護

　　　　②防毒マスク・・・・・低濃度の有害ガス、有害物の吸収による呼吸器系の保護

　　　　③ホースマスク・・・・高濃度の有害ガス、低酸素下における人体の保護

　　　　④空気呼吸器（ﾗｲﾌｾﾞﾑ）・高濃度の有害ガス、低酸素下における人体の保護

４．呼吸器用保護具の特徴

　　（１）空気呼吸器（ライフゼム）

　　　　　空気量に制限があるため、主として人命救助等の緊急用として使用する。

　　　　　通常ボンベの圧力は１５ＭＰａ（150㎏/cm2）で普通の呼吸で約２０分間使用

できるが圧力が低いと使用時間が短くなる。このため緊急時にすぐに対応でき

るように日頃の圧力を管理しておく必要がある。

（２）ホースマスク（送気マスク）

　　高濃度の有害ガス雰囲気での作業、又はガスの濃度やガスの種類が不明で防毒マ

スクが使用できない場合、あるいは酸素濃度が少ない環境下で作業を行う場合に

使用する。

連続して空気を送ることができるので長時間の作業に向いている反面、ホースの

長さに限りがあるため作業範囲が限定される。

　　（３）防毒マスク

吸収缶を使用するため予め、ガスの種類が判明していること、さらに酸素濃度

が２０％以上であることが前提条件となる。吸収缶はガスの種類によって使用

時間（破過時間）が変わってくるので十分注意が必要。

（4） 粉塵マスク

粉塵等の発生する場所で使用する保護具で防毒マスクと同様、酸素濃度が２０％以上の場所で使用する。粉塵等の多い場所では比較的細かいフィルターのものを使用する等の使い分けも必要。

５．その他

（1） マリンポーチ（自動膨張式救命具）

コンパクトに収納された一種の浮き袋で水に触れると中にある炭酸ガスにより浮き袋が瞬時に膨らむ。構内の防潮提より海側へ入るときは、救命胴衣またはマリンポーチを着用しなければならない。尚、一度水に触れて膨らんでも炭酸ガスボンベを交換することで再度使用することができる。

（2） 静電手袋

静電気により引火・爆発の恐れのある作業を行う場合、体に帯電しないようにするために使用する手袋。使用時は手袋をアースする必要があり、アースをしないと効果はない。

（3） 簡易保護メガネ

指定地域において、予期せぬ被災防止用として製造部門を中心に常時使用しているメガネで、保護具としては位置付けていない。あくまでも予期せぬ出来事に対応するのが目的で危険作業を行う場合は、保護具であるゴーグル（保護メガネ）を使用しなければならない。
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